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神戸青年
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平
和
を
実
現
す
る
人
々
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平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る
。｣

�

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
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９
）

　

戦
後
70
年
に
平
和
を
想
う
～
本
当
の
積
極
的
平
和
と

は
～
と
題
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。〝
消
極
的
平
和
〟
と
〝
積
極
的
平
和
〟
と
言

う
概
念
の
違
い
か
ら
の
学
び
に
始
ま
り
、
紛
争
・
対
立

（
コ
ン
フ
リ
ク
ト
）
と
い
う
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
の

中
に
あ
る
小
さ
な
ジ
レ
ン
マ
（
コ

ン
フ
リ
ク
ト
）
に
ど
う
活
路
を
見

出
し
て
い
く
か
、
こ
れ
か
、
あ
れ

か
、
と
市
民
が
自
ら
考
え
物
を
言

い
、
行
動
す
る
中
に
こ
そ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
平
和
社
会
が
構
築
さ
れ
て

い
く
と
い
う
学
び
で
し
た
。

　

今
ほ
ど
、
日
本
の
社
会
に
お
い

て
平
和
を
、
神
に
よ
る
平
和
を
希

求
す
る
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
る

と
き
は
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

憲
法
を
変
え
て
ま
で
も
、
戦
争

の
出
来
る
国
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
現
政
府
の
動
き
に
は
っ
き
り
と

〝
Ｎ
Ｏ
〟
を
表
明
し
て
い
く
こ
と
、

今
、
日
本
で
は
戦
争
の
よ
う
な
直

接
的
暴
力
や
、
貧
困
、
抑
圧
、
差
別
な
ど
構
造
的
暴
力

も
な
い
と
い
う
〝
消
極
的
平
和
〟
を
享
受
し
、
政
治
に

対
し
て
の
多
く
の
無
関
心
層
が
い
る
現
状
に
疑
問
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
原
発
問
題

も
、〝
フ
ク
シ
マ
〟
を
置
き
去
り
に
し
て
再
開
を
決
め
、

核
廃
棄
物
の
何
十
年
先
ま
で
の
処
理
方
法
も
き
ち
ん
と

考
え
ず
に
い
る
政
府
の
動
き
が
許
せ
な
い
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
連
な
る
若
い
（
心
の
）
私
た
ち
皆

が
、
小
さ
く
弱
い
抑
圧
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
の
側
に
立

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
未
来
へ
の
負
の
遺
産

を
残
す
の
で
は
な
く
、
神
に
よ
る
真
の
平
和
を
求
め
る

も
の
と
し
て
、
新
た
な
歩
み
を
進
め
て
行
け
ま
す
よ
う

に
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
×
憲
法
を
知
る
集
い

　
　
　
　
　
　

～
平
和
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　

日　

時
：
２
０
１
５
年
11
月
13
日
19
：
00
～
20
：
30

　

場　

所
：
日
本
基
督
教
団
神
戸
教
会

　

講　

師
：‌�

奥
本
京
子
さ
ん
（
大
阪
女
学
院
大
学
教
授
、

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｉ
運
営
委
員
長
）

　

参
加
者
：
39
名

神
戸
東
部
教
会
会
員　
　

草　

地　

と
し
子

未
来
へ
の

提
言

未
来
へ
の

提
言

　「第18回神戸ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン
2015」を、11月３日（火・祝）神戸市北区のしあわせの村におい
て開催し、無事に終えることが出来ました。
　今年は、出場チーム232チーム、ランナー 1,036名と昨年を上
回る数のご参加を頂き、それぞれのペースでしあわせの村内の
コースを駆け抜けました。また、ボランティア182名、そして声
援を送る家族や友人など、多くの方々の笑顔と走る喜びを分か
ち合った１日となりました。ワイズメンズクラブやユースボラ

ンティアリーダーによる食べ物
やゲームなどの出店コーナー、
協賛企業のご協力によるラッフ
ル大会など、走ること以外にも
楽しみがあふれ、嬉々とした子
どもたちやご家族の姿をみるこ
とができ、神戸ＹＭＣＡに関わ
るすべての人たちの笑顔の輪が
広がってくように感じました。

「私たちは障がいのある子どもたちを応援しています」をキャッ
チフレーズに行った第18回チャリティーランですが、今回は、
ランナーとしての参加以外にも、パンフレットの作成や発送作
業を神戸市内の障がい者作業所にお願いをし、見えないところ
ででも関わって下さいました。ご参加頂いた皆さま、会場に足
を運んで下さった皆さま、ご支援頂いた企業、個人の皆さま、
関わって下さったお一人おひとりに、この場をお借りして心よ
りの感謝を申し上げます。なお、お寄せ頂いた協賛金、参加費、
当日バザー・ラッフル券の売
り上げは大会運営経費を差し
引き、全国ならびに神戸ＹＭ
ＣＡで行なわれます心身に障
がいのある子どもたちや若者
たちのキャンプに用いさせて
頂きます。

【出場チーム数】
　　�小学生駅伝（４年生50チーム、５年生38チーム、
　　６年生30チーム）、グループラン114チーム
【出場者数】
　　1/10マラソン46名
【協賛金】
　　996,344円（2015年11月22日現在）

チャリティーラン報告

　皆様にはご健勝にて新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　1886（明治19）年に創立された神戸ＹＭＣＡは、今年で130周年を迎えます。
この間、イエス・キリストに示された愛と奉仕の生き方に学びつつ、それぞれ
の時代に公正で平和な世界の実現をめざして歩んできました。しかしながら、
昨年も世界中でテロや紛争と、多くの人たちの血が流れました。大きな歴史の
流れの中で、和解と許しが得られない状況が今もなお続いていることに心を痛
め、少しでも早く争いが終結することを祈らずにはおられません。イエスが
語った「平和を実現する人々は幸いである」という言葉は心の平安だけではな
く、皆が共に生きられる世界を実現させる人々（英語ではpeacemakers）への
祝福です。
　2015年度、神戸ＹＭＣＡは新３ヶ年計画（2012 ～ 2014年度）で最も重要な課
題として位置づけられた三宮会館再開発事業を進め、2017年２月には待望の新
三宮会館が完成し新たな歴史がスタートします。この大きな事業計画を推進し
つつ、2020年を見据えた中期計画を実行するため、３つの柱を以下に掲げまし
た。
　１）‌�子育て支援、健康促進、高齢者支援の活動を中心とする「ファミリーウ

エルネス」を推進していきます。
　２）‌�次世代を担うユースを活動に巻き込み、エンパワーされる機会を積極的

に推進します。
　３）‌�使命に基づいた活動のため、地域の特性、状況を十分に理解し、地域の

人々とともに安心安全な社会を築きます。
�　また、日本ＹＭＣＡ同盟中期計画と連動し、日本ＹＭＣＡ全体のブランディ
ング（ＹＭＣＡの価値を明確にし、内外に広くその価値を示していく手法）に
ついて調査し、広報の新展開を目指します。
�　世の中が混沌とする時代にありますが、人に寄り添い、家族や地域の絆を強
め、公益財団法人、学校法人、社会福祉法人に集うすべてのいのちが光り輝く
ように、2016年度も活動を展開します。

神戸ＹＭＣＡ
年間聖句 実に、あなたがたこそ、わたしたちの誉れであり、喜びなのです。� （テサロニケの信徒への手紙 一 2:20）

会 長　中 道 基 夫 総主事　井 上 真 二

迎  春
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西宮つとがわYMCA保育園
　４度目の収穫感謝を迎えた西
宮つとがわＹＭＣＡ保育園で
は、今年度、子どもたちと初め
てバケツを利用しての米作りに
挑戦しました！　20個ほどのバ
ケツで稲を育て、子どもたちが
１本ずつ手作業で稲穂から籾を
はずし、ビンの中に籾を入れて棒でつく方法と、ざるの中で野
球ボールを回してこす方法で籾殻をはずして玄米にし、いつも
のお米にまぜておにぎりにしていただきました。年中児のすみ
れ組がお米を研ぎ、炊き上がったお米は、幼児さんみんなでお
にぎりを握り、「少し黄色いお米がつとがわのお米だね」と“つ
とがわ産”を嬉しそうにほおばっていた子どもたち。
　お米の他には、年長児のゆり組が保育園の畑で育てたさつま
いもを使って包丁や皮むき器を真剣に扱い、お味噌汁を作って
くれました。みんなで「神さま、おいしいご飯をくださってあ
りがとうございます。」と感謝のお祈りをし、この日はみんな
揃って「いただきます‼」
　みんなで一から食材を育てたり収穫したりした経験や喜び、
みんなの食べる分を作ったこと、みんなで作ったものを分かち
合いおいしいねと交わした経験は、きっと子どもたちの心の中
に素敵な思い出として刻まれたのではないでしょうか。
　保育士や栄養士の先生たちにとっても、神様の恵みや作って
くださる方々に支えられて、こうして健やかに日々子どもたち
が心を動かしながら成長していくことができていること、こん
な素晴らしい表情を見せてくれる子どもたちに、また大きく心
が動かされる経験となりました。

学童保育クラブ　太山寺児童館
　現在、太山寺児童館には小寺
小学校、東町小学校、太山寺小
学校、小束山小学校の４校から
84名の子どもたちが来ています。
児童館の学童保育クラブには、
多くのボランティアの方々が関
わってくださっています。中学
生から始まり、シニアボランティアの方まで来てくださっていま
す。子どもたちの生活を見てくださる方、また昔あそびを教えて
くださる方、絵本の読み聞かせをしてくださる方、宿題を見てく
ださる方、多くの方がこの児童館を支えてくださっています。
　一昨年より毎年継続的に流通科学大学の先生と大学生が授業の
一貫として、学童保育クラブの子どもたちの身体のバランスや体
幹、また身体能力を測定し、運動指導を行いに来てくださってい
ます。身長、体重測定から始まり、ステップ運動、運動有能感を
調べて、子どもたちの身体の成長も一緒に見守ってくださってい
ます。子どもたちも楽しみながら、大学生のことを待ちわびてい
ます。太山寺児童館では、本当に地域の方に支えられ、子どもた
ちの安全、成長を一緒に見守っていただいています。これからも
地域で子どもたちを見守っていける学童保育クラブを目指してい
きます。

ＹＭＣＡちとせ幼稚園
　幼稚園では、朝のコーナー遊び
の時間が終わると、全園児で体操
をしています。冬の寒い朝でも子
どもたちは元気いっぱいです。
　登園後、コーナー遊びで、それ
ぞれ自分の好きな遊びを見つけて
存分に遊んだあとは、集中力も増
します。年長組のお兄さんお姉さんが、はりきって体操をしてい
るのを見て、年中組、年少組はもちろんのこと、未就園児２歳児
クラス「さくらんぼ組」のお友だちもお兄さんお姉さんたちに刺
激を受けて体操に参加しています。さくらんぼ組の子どもたちに
「体操、始まるんだって！」と先生が一声かけると、みんな待っ
てましたとばかりに進んで自分で靴を履き、園庭に出て行きま
す。大好きなことの為なら、何だって早い‼　そして、いざ！　
音楽が流れると…子どもたちの表情は真剣そのもの！　かけ声も
バッチリ！　手の指先まで「ピン」とのばして意識したり、大き
く体を動かしたりと、いきいきとした姿に、子どもたちのみなぎ
るエネルギーを感じています。中には、さくらんぼ組の子どもた
ちにそっと寄り添ってくれる年長さんもいて、その姿は微笑まし
いかぎりです。また毎週水曜日の「園庭開放」に遊びに来られた
地域の未就園児やお家の方々にも一緒に体操に参加していただい
ています。自然とみんながひとつになれる瞬間　　とっても楽し
い時間です。

体 操

感　謝　・　寄　付
【神戸ＹＭＣＡの活動支援】
　�　神戸ＹＭＣＡベルクワイヤー様から、神戸ＹＭＣＡの活動費の為に献金を
いただきました。我々の活動を支えてくださるベルクワイヤーの皆様に感謝
いたします。

【台風18号常総市水害被害復興支援募金】 
　�　神戸ＹＭＣＡでは日本のＹＭＣＡと協力し、台風18号常総市水害被害支援 
として募金の呼びかけを行いました。皆様から寄せられた募金48 ,637円は、
日本ＹＭＣＡ 同盟を通じて、茨城ＹＭＣＡへ捧げました。

新会館建築募金（感謝）

　第33回神戸ＹＭＣＡチャリティーゴルフ大会が、花屋敷ゴ
ルフ倶楽部よかわコースで、爽やかな天気のもと、52名の�
方々にご参加していただき開催されました。大会での募金とは
別に「神戸ＹＭＣＡ子ども奨学金」への募金をお願いしました
ところ、26 ,587円のご寄付をいただきました。当日参加できな
かった方からもチャリティー協力金や物品をいただきました。
収益金から諸経費を除いた約278 ,000円は、神戸ＹＭＣＡ青少
年指導者養成支援金として、また一部を東日本大震災の復興支
援として捧げさせていただきます。

【募金していただいた方々】
　�市原法雄、森忠司、藤谷能人、細見史郎、寺山正道、岡本繁、
佐々木留奈子、吉岡智成、武田寿子、武内 浩子、小笠原美
根、村上純平、堂本将司、山本克己、加藤金行、桂幸生、大
江彬甫、山本常雄、富田順治、都藤啓己、岡野泰和、尾上尚
司、石丸鐵太郎、多胡葉子、進藤啓介、山口政紀、山口洋子、
広瀬一雄、河野彰、万本敬一、大西弘一、矢野勇治、光岡和
美、田中昌利、田野昌廣、浜崎真寿美、濵浩一、濵美智子、
山崎祐子、川野由紗、新宅章弘、清水規裕、清水真由美、松
井隆介、熊谷親啓、岩谷良男、中尾英輔、藤田良祐、井上真
二、平野仁貴、島田健吾、国本正男、吉原尚美、芝川英美子、
竹増操、阪根新、東谷敏雄、安行英文� （順不同、敬称略）

チャリティーゴルフ 報告

� （前号掲載以降～ 11 ／ 30現在）
武田建、笠井健一、宗行孝之介、権藤みか、ディンドンリンガーズ、
小野勅絋、他� 〈敬称略・順不同〉
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神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
難
民
事
業
本
部
関
西
支
部
と
共

催
で
「
わ
た
し
た
ち
の
難
民
問
題 V

ol.16

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
紛
争
や
迫
害
を
逃
れ
、
家
を
追
わ
れ
た

人
が
、
世
界
各
地
に
約
６
、０
０
０
万
人
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
難

民
が
庇
護
を
求
め
て
来
て
い
ま
す
。

　

「
わ
た
し
た
ち
の
難
民
問
題
」
で
は
４
回
に
分
け

て
難
民
本
人
、
支
援
者
、
研
究
者
か
ら
お
話
を
聞
き

ま
す
。
初
回
に
、
永
遠
璃
マ
リ
ー
ル
イ
ズ
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を
考
え
る
会
・
理
事

長
）
を
お
招
き
し
、
ル
ワ
ン
ダ
内
線
の
悲
劇
か
ら

学
ん
だ
こ
と
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
９
４
４
年
に
内
線
か
ら
勃
発
し
た
ル
ワ
ン
ダ
か
ら

必
死
に
逃
亡
の
末
、
隣
国
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ
と
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
困
難

な
状
況
か
ら
彼
女
を
救
っ

た
の
は
教
育
と
人
と
の
繋

が
り
で
し
た
。
内
線
勃
発

か
ら
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
そ

し
て
日
本
へ
と
い
う
壮
絶

な
体
験
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
、
命
の
尊
さ
、
平
和

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
本
に
暮
ら
す
ラ
オ
ス
定
住
難
民
の
現
状

と
多
文
化
共
生
に
向
け
た
課
題
」
と
し
て
乾
美
紀
氏

（
兵
庫
県
立
大
学
・
准
教
授
）、「
さ
ま
よ
う
ロ
ヒ
ン

ギ
ャ
難
民
～
そ
の
背
景
と
現
状
～
」
で
は
根
本
敬
氏

（
上
智
大
学
・
教
授
）、「
ト
ル
コ
で
の
シ
リ
ア
難
民
支

援
活
動
」
で
は
景
平
義
文
氏
（
難
民
を
助
け
る
会
・

シ
リ
ア
難
民
支
援
担
当
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
も
難
民
本
人
、
支
援
、
研
究
者
の
お
話
し
を

聞
き
、
平
和
な
日
本
で
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち
に
今
で

き
る
こ
と
を
参
加
者
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
機
会

を
も
ち
ま
し
た
。
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「エコファームで収穫体験しませんか♪」
� を終えて
「エコファームで収穫体験しませんか♪」
� を終えて
「エコファームで収穫体験しませんか♪」
� を終えて

　11月14日、神戸ＹＭＣＡ、神戸市社会福祉
協議会、コープこうべ共催で避難者交流会を
行いました。エコファーム（コープこうべ）
では、小松菜や青ネギの収穫をしたり、ＢＢ
Ｑをしたり、情報交換したりして交流の機会
を楽しみました。
　遊びに夢中になっていた子どもたちも、青
ネギのビニールハウスに入った途端、「ネギ
のにおいがする」と言って走りだし、収穫を
始めました。子どもたちは土のにおい、青ネ
ギや小松菜のにおい、土の感触、小さな生き
物たちなど、様々なことを身体全身で感じ、
収穫を楽しんでいるんだなと思いました。夢
中になっていたのは子どもだけではなく、ど
の人の袋もあっという間に満杯になっていま

した。午後からは子どもの提案により、ゲームをして遊びました。ルール説明から椅子
を並べて始めるまで子どもたちが自ら行いました。遊ぶ子どもたちのそばでは、大人た
ちがゆったりと情報交換をしながら過ごしました。
　今回は関係団体の皆さんとともに活動することができ、素晴らしい一日になったと思
います。ありがとうございました。� （三宮ボランティアリーダー　横道 千紗都）

　私は2015年11月22日（日）に実施された、リフレッシュファミリープログラムにリーダーとして参加させていただきました。
　このプログラムは、東日本大震災で被災されて関西地域に避難されてきているご家族の方々を対象に、自然の中で１日リフレッシュしていただく
という企画です。
　今回は15人の被災避難家族と11人のリーダー、スタッフによって実施されました。プログラム内容は、まず中さん（三田市中農園）の畑で大根を
収穫させていただき、それを使って味噌汁をみんなで作って食べ、午後からは焼き板作りを体験し、中さんのお宅の庭で栽培されている柿をいた
だいて、自由時間をとってから、解散というものでした。被災者の方々の中には何度もこのプログラムに参加してくださっているご家族もいらっしゃ
いましたが、私自身は初めての参加だったのでいろいろと手探りな状態でした。けれど、小学生や幼稚園の子どもたちは皆初対面でもすぐに仲良く
なって、無邪気に走り回って楽しそうに遊んでいました。その姿を見ながら一緒に遊
んでいると最初の不安や心配はすぐになくなって子どもたちと同じ立場にたって楽しむ
ことができました。ご家族の皆さんも子どもたちと一緒に楽しまれたり、大人の方々だ
けでいろんなお話をされていたり、子どもたちとは違った意味でも楽しんでいただけた
ようで私が参加させていただいた意味が少しはあったのではないかと思います。
　ふだん接することのない年齢の子どもたちや大人の方 と々同じ時間を過ごさせてい
ただいて、貴重な経験になりました。またこのような企画があれば、ぜひ参加させて
いただきたいと思います。ありがとうございました。�（啓明学院高校１年　服部礼佳）

　10月12日～10月20日、パートナーであるア
メリカ・シアトルＹＭＣＡからSusan Strong
（スーザン・ストロング）さんが来神しました。
スーザンさんは、シアトルＹＭＣＡ副総主事、
リスクマネジメント部門責任者です。研修期
間中は、両ＹＭＣＡのリスクマネジメントにつ
いて情報共有を行ったり、各ブランチの訪問
を行ったりしました。また情報共有だけでな
く、両国の文化の違いからくる対策・対応の
異なりと、その事についての取り決めも行い
ました。そのため神戸ＹＭＣＡ顧問弁護士、
保険会社、建築会社などとも協議の場を設
けました。多くの方々にご協力いただき成し
得た研修プログラムとなりました。

東日本大震災支援プログラム
シアトルＹＭＣＡ
スタッフ研修

東日本震災支援 ファミリーデー
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☎078（793）7402
☎078（993）1560
☎078（734）0183
☎078（794）3901
☎0798（35）5992
☎078（792）1011
☎078（791）2955
☎078（732）3542
☎078（732）3542
☎078（997）7705
☎0798（26）1016

西神戸ＹＭＣＡ
西神南ＹＭＣＡ
須磨ＹＭＣＡ
ＹＭＣＡ保育園
西宮ＹＭＣＡ保育園
西神戸ＹＭＣＡ保育園
神戸学園都市ＹＭＣＡこども園
ＹＭＣＡちとせ幼稚園
ちとせ保育ルーム
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
西宮つとがわＹＭＣＡ保育園

ファミリーウエルネスセンター
ＹＭＣＡホームヘルパーの事務所
ランゲージセンター
専門学校
西宮ＹＭＣＡ
三田ＹＭＣＡ
余島野外活動センター
デイキャンプ＆コミュニティサービス（兼キャンプ事務局）
国際・奉仕センター
ウエルネスセンター学園都市

☎078（241）7202
☎078（241）7237
☎078（241）7204 
☎078（241）7203
☎0798（35）5987
☎079（559）0075
☎0879（62）2241
☎078（241）7216
☎078（241）7204
☎078（793）7401

★ ★　個人消息　★ ★

＜採　用＞　上村雅昭さん（本部事務局　嘱託職員）12 ／１付

＜退　職＞　今までのお働きに感謝いたします。
　　小林功士さん（西宮ブランチ、三田センター　主事職）10 ／ 31付

＜お誕生＞　おめでとうございます。
　　多田羅待子さん（ＹＭＣＡ保育園）　　次男　友

とも

希
き

くん	 11月23日　生まれ
　　奥田美那子さん（ＹＭＣＡ保育園）　　次女　こころさん	 11月30日　生まれ
　　掛布友子さん（西宮つとがわＹＭＣＡ保育園）　次男　竣

しゅん

太
た

くん　長女　陽
ひまり

葵さん	 12月１日　生まれ

　神戸ＹＭＣＡ学院専門
学校日本語学科では、毎
年ＹＭＣＡで日本語を勉
強している外国人学生２
名を対象に神戸ＹＭＣＡ
国際奨学金を支給してい
ます。この奨学金は国際
協力募金が用いられてい
ます。

神戸ＹＭＣＡ国際奨学金
受給者決定

神戸ＹＭＣＡ国際奨学金
受給者決定

神戸ＹＭＣＡ国際奨学金
受給者決定

第4回 KOBE中高生 　　
　　 Sweetsコンテスト
第4回 KOBE中高生 　　
　　 Sweetsコンテスト

　ファミリーウエルネスセンターは１周年を記念して、アニバーサリーＴシャツ
を作成し、販売しました。このＴシャツはメンバーとスタッフが同じウェアを着
て、一緒に汗を流したいという思いで作りました。多くのメンバーが、このＴ
シャツを着て、日々の運動を
楽しんでいます。スタッフも
このＴシャツを着て、メン
バーのみなさんと汗を流して
います。みんなでよろこびを
感じる毎日です。これからも
メンバーとともに歩む施設で
ありたいと願います。

日　　程：2016年３月21日（月）～ 30日（水）
募集人員：15名（最小催行人員７名）
対　　象：テーマに関心を持つ高校生以上のユース
参　加　費：195 ,000円
問　合　せ：国際・奉仕センター　078－241－7204

◆このプログラムは
　「ワイズメンズクラブ国際協会西日本区六甲部各クラブ」及び
　「神戸ＹＭＣＡ国際協力募金」からの支援によって実施されています

　11月８日（日）ユースプラザKOBE・EASTで４
回目となるKOBE中高生Sweetsコンテストを開催
しました。10組の中高生が「あなたのまち神戸」を
テーマに趣向を凝らしたオリジナル創作ケーキを持
ち寄り、プレゼンテーションと審査委員による試食
審査を行いました。中高生の目線で見た神戸の魅力
と各自の思いが詰まったケーキはとても美味しく、
笑顔が溢れる１日となりました。

日　　程：2016年２月６日（土）
時　　間：13：00 ～ 17：00
会　　場：神戸栄光教会
　　　　　神戸市中央区下山手通 4－16－1
テ　ー　マ：「神戸ＹＭＣＡの宝さがし」
　　　　　神戸ＹＭＣＡにつながる私たちにとっての宝とは何か？
　　　　　�みなさんとＹＹ（ワイワイ）話しながら宝を見つけて�

いきたいと思います。

問　合　せ：ＹＹフォーラム実行委員会（神戸ＹＭＣＡカレッジ内）
　　　　　 078－241－7204まで。

ファミリーウェルネスセンター　１周年記念Ｔシャツ

タイワークキャンプのお知らせ
～第32回タイピースワークキャンプ参加者募集～

　中国北京ＹＭＣＡ幼稚園のスタッフ
が来神されました。
　主に北京ＹＭＣＡの幼稚園で行っ
ている体育プログラムの研修として、�
ファミリーウェルネスセンターと西神
戸ＹＭＣＡ幼稚園を訪問されました。

　幼稚園、保育園、ファミリーウエルネス
センター、カレッジ、西神戸ブランチやウ
エルネスセンター学園都市、地区体育館等
でトライやるウイークで中学生を受け入れ
ました。はじめは、挨拶やメンバーと関わ
るときにも遠慮気味でしたが、５日間の中
で、子どもの名前を呼んで一緒に活動した
り、後日、「挨拶の大切さがよくわかりま
した」と手紙で感想がありました。

トライやるウイーク

優勝作品「Night  of  KOBE」

2015年度神戸ＹＭＣＡ　ＹＹフォーラム

北京ＹＭＣＡ 　
　スタッフ 来神


